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　　　市民的研究の方法論　本書第3巻に掲載された伊勢小

　　量沢崩壊の綜合的研究は，市民的な研究としてと方法論

　　的な点と二つの点で興味がある．，．先ず崖崩れとい5事象

　　に対して何故起・、たか，どの様な所に起ッたか，どうした

　　ら防げるかの三つの目的を挙げ，それを明かにするため

　　に気象，水量，地、質，森林の四つの研究班を作り，その

　　任務と研究方法をきめる．次に気象，降雨量，集水地域

　　　と水量1地面の傾斜と圧力，流出物の堆積状況，地質，・

　　地形，植物の生え方と岩石との関係，風化の進み方等各

　　方面の調査を進め，それらを総合して原因を探究してい

　　る．次にこの結果から崖崩れを予知する方法として禿山

　　で30・以上の傾斜を持った地点では連日の雨量100mm

　　以上の時は危瞼200mm以上の時は完全に決壌すると

　　・いろ結論を出し，最後に植林不可能だから森林を伐らぬ

．鈎卜・こと，堰堤を作ること，山頂に自記雨量計を具えて警報

　　を出すこととい弓防止対策を建てている．こあよ弓に研

　　究が論理的に進められたのが方法論的に興昧を惹く点

　　で，次にこれが曽つの中学校の生徒が研究班を作ってや

　　ったのが市民的なものと云ら興味を惹く点である．吾々

　　のやる可き研究は規模に於て避かに大きく困難なもので

　　はあろ5が，学ぶべき点が多いよ5に思

弓．出来ればもっと細かい内輪話迄聞か

せてくれて，一般の人々の参考にしたい

ものである．　（01）

隔今月・・碓界科学糎盟で日本気鮮会が匙た原』1
　水爆実瞼が気象に及ぼす影響のその後の資料が討議され
カ

！た，これより先ソ戯ゆプラ疲7月8日の蹴で気、1
モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にを
像学会か咄した声髄取りあげた・坊アメリーカでは憾

1原子力委員会と気象局の共同声明の形で”原水爆実験は漆
儀劇こ撫関係だ”と発表した．8月22日に瞭独の瀦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　ヨゑ

謄欝欝の気象に対する影響の共同調査縮

1気象学会理馴本義一氏は今月・4日マーマで開力れ講

1た国際測地地球物理学齢会にこの問題を提出した．3i餐
オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ギ

▲原水爆実瞼が気象に関係劫とい備論を出すため1ご，潔

1は”ない”とい弓仮読をたてこれ力嚇危瞼率のもとに、馨

1棄却されなげればならない．ま準原水爆実験が気象に関諮欝
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きヨよよま
1係ないといろためには”ない”とい弓仮読が間違って採『』護

i択されないよろに，つまり第噸の蹴をおかさないよ嚇
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“下寧蓮

1弓にしなげればならない・日本で1まこの結継出すため鷺

！一に原水爆爆発と同じ程度の獺の火山の爆発を”くり力叢

1えし”の項にえらんでいる．アメリカでは風塵を”くり螺

1かえし阿の項で考えている・この献レナから考えてもど牒

朽やら鞭は日本側にあがるのではないか・病害虫予陣，1還

1　　膿藥パラジオソをまいている¢『これに「縷

し

科学史は数える　18世紀初頭，ベッヒ

ヤー，シユタ’一ルにより打樹てられたフ

ロギストソ設がラヴォアジエの1♪化設に

より打破されるまでの経過は科学史上特

　　記されている事件である．がここに取上げたのは，現在

　　の気象学界におげる状況が18世紀の化学界におげるそ

　　れによい類似性をもっているからである．当時，化学が
か主として醐的に研究される騨筋り，その演繹的取

　　扱に対しては．始めて道がひらかれ始めたばかりだとい

　　5事情にあった．化学的理論の奉礎を作りあげること

　　は，実験的研究の成果の長い間の骨の折れる総合によっ

　　て始めて打ち開かれなげればならないものであるため

　　に，はるかに困難を呈していた．これは現在われわれが

　　おかれている位置そのものである．彼等が当時まず間題

　　にしたのは襯曉現象をいかに説明するかであった．彼等

　　は燃饒性物体の中に一つの物質（燃素rフ・ギストソ」）

　　を認め，燃素の結合分離により燃曉現象を設明しよろと

　　　した．十分な実験結果（わ玩われの観測及び解析結果）・

　　を基にせず仁演繹したフ・ジストソ読は実験，解析等の

　　，長期間にわたる蓄積から帰納され，証明されたラヴォア

　　ジェのギ化読により克服されたのである．われわれは気

　　象現象の研究成果をあげるために，不十分な観測，解析

　　結果を基として，より以上の結論を導びくような，前者

　　の轍を踏まぬように注意しなければならない．（M生）

　　　1954年9月

中毒して死んだ人もある．これはあの水

爆を作ったデュポソ会批の製品であるザ．．
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　覗魔と鶏肥　いろいろな文章で，自然

を描写したものを注意してみると・始醗』

聴覚に訴えるものから入って行って覗覚』

の描写に行くものと，覗覚から聴覚に行

くものがわり合いに個性的にはっきりしていて面白い．　叢

もちろん文章のテクニック蜘っている人は，これらを，・薫

とりまぜて上手な表現に達しているのであるが，われわ達

れ湘然を探求する場合にもこのMな差異はたしかに．一擁

あるようである疎覚勘り合に抽象的なものであり・・」．透

これに対して覗覚は直観的なものであるから・まず自然．一。灘

曙灘えてくる人は演繹的才能にめぐ勲た人筋．華
り，自然の凝覗から，その音が聴えてくる人は帰納的な懲

才能のある人であるのかも知れない．

　いずれに，このよ弓な個人的な主観的な感覚なり，判 、擁

断を通して，新らしい客観的な発見に達するわげで・一

見矛盾しているよ弓であるが，世間一般g通念を疑5所蕪

か瞠間が進展するものであることはデカルト以来はっ』罷

きりしていることであるから当然のことともヤ’えよろ・、ll葺i

解析の才能髄ぐまれた人には・理論家が現実ばな墾蟻

した室論家に見え，また理論家はプリソシプルを持たぬ、1毒

解析を泥沼というかもしれないが・自然の研究には丙方i騰

とも必要であること隠然のこ’と聯ろ澗題は擬磁

的なそのよ弓な才能をお互にどのよ弓に生かして研究を』纈
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